
下
水
道
を
感
じ
て
み
よ
う

「
皆
さ
ま
が
ペ
イ
ン
ト
し
た
下
水
道
管
を
設
置
し
ま
し
た
！
」

下
水
道
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア
’19
へ
の

ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　下
水
道
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア
’19
で
は
多
く

の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
盛
況
で
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
こ
れ
ま
で
広
報
活
動
の
一
環
と
し

て
開
催
し
て
お
り
、
今
回
で
15
回
目
を
迎

え
る
に
あ
た
り
「
育
て
よ
う
下
水
道
の
サ

ポ
ー
タ
ー
」
と
開
催
コ
ン
セ
プ
ト
を
あ
ら

た
め
、
下
水
道
の
仕
組
み
や
魅
力
を
感
じ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。

下
水
道
管
に
触
れ
て
み
よ
う
！

　下
水
道
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア
’19
で
は
、
下

水
道
管
に
イ
ラ
ス
ト
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
描

く
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
筒
状
の

下
水
道
管
へ
の
ペ
イ
ン
ト
は
難
し
か
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
た
く
さ
ん
の
方
に
上
手

に
絵
を
描
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ペ
イ
ン
ト
し
た
下
水
道
管
を
設
置

し
ま
し
た

　皆
さ
ま
が
ペ
イ
ン
ト
し
た
下
水
道
管

は
、
本
組
合
の
発
注
す
る
工
事
に
て
、
取

手
市
戸
頭
地
区
・
新
取
手
地
区
に
設
置
し
、

今
年
中
に
稼
働
す
る
予
定
で
す
。
地
下
に

埋
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
実
際
に
見
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
近
く
を
通
っ
た
際

に
思
い
出
し
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で

す
。下

水
道
の
発
展
の
た
め
に

　下
水
道
は
24
時
間
働
き
続
け
、
豊
か
な

暮
ら
し
を
支
え
る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
設
備

で
す
。
下
水
道
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
維

持
・
管
理
を
し
て
い
く
た
め
に
は
、
実
際

に
使
用
す
る
皆
さ
ま
と
の
協
力
・
連
携
が

必
要
不
可
欠
で
す
。
し
か
し
、
日
常
生
活

で
目
に
す
る
こ
と
が
少
な
い
た
め
、
そ
の

役
割
を
感
じ
る
こ
と
は
少
な
い
と
思
い
ま

す
。
今
日
で
は
、
下
水
道
は
、
あ
っ
て
当

た
り
前
の
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
を
担
う
世
代
の
方
に
下
水
道
の

仕
組
み
や
魅
力
を
発
信
し
、
下
水
道
を
感

じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
下
水
道
の
発
展

へ
と
繋
が
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

特集

❶ ❷

❹ ❺

❸

❻

下
水
道
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア
’19
に
て
展
示
さ
れ
た
下
水
道

作
品
コ
ン
ク
ー
ル（
絵
画
・ポ
ス
タ
ー
部
門
）の
中
か
ら
入
選
さ
れ

た
６
作
品
を
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
デ
ザ
イ
ン
に
採
用
し
ま
し
た
。

　取
手
駅
東
口
、
西
口
周
辺
の

歩
道
に
計
38
箇
所
「
デ
ザ
イ
ン

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
」
が
設
置
さ
れ

て
い
る
の
で
、
探
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

国
道
６
号 リボンとりで

N

❶

❺
❻

取
手
駅

西
口❷

至 柏

ロ
ー
タ
リ
ー

至 土浦

❹❸

寄
せ
ら
れ
た
感
想
を
一
部

ご
紹
介
し
ま
す
。

　下
水
道
は
ど
う
し
て
も
良

い
イ
メ
ー
ジ
よ
り
悪
い
イ
メ
ー

ジ
で
し
た
。

　汚
い
水
と
い
う
と
な
ん
と

な
く
さ
け
て
し
ま
い
が
ち
で

す
が
、
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が

で
き
、
自
分
た
ち
の
生
活
で

改
善
で
き
る
こ
と
は
し
た
い

と
親
子
で
思
え
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Water-YOU

取手地方広域下水道組合
〒302-8558  茨城県取手市小文間１７３番地
TEL 0297-74-4125（代表）  http://www.ｔ-gesui.hs.plala.or.jp
管理者（取手市長）：藤井 信吾　　副管理者（つくばみらい市長）：小田川 浩

下
水
道
を
感
じ
て
み
よ
う

（4） 令和2年2月発行

特
集

P2 下水道のサポーター
 下水道普及率が71.3％になりました
 平成30年度決算を公表します
 議決結果を報告します
 水洗便所改造資金融資あっせん制度のご案内
P3 下水道作品コンクール表彰式が行われました！
 優れた建設業者を表彰しました
P4 皆さまの作品がデザインマンホール蓋に！
 特集　下水道を感じてみよう
 「皆さまがペイントした下水道管を設置しました！」

皆
さ
ま
の
作
品
が
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
に
！
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資本的収支（税込）
～下水道施設を造るために入ったお金と出たお金～

※収入合計（翌年度へ繰り越す財源3,437万円を除く）が支出合計に対して
　不足する額16億2,252万円は、内部留保資金などで補てんしています。

※当期純利益（収入合計－支出合計）は2億1,886万円となります。
　この利益は借入金を返済するために積み立てています。

収益的収支（税抜）
～使った水をきれいにするために入ったお金と出たお金～

≪収入≫ 
43億2,892万円

≪支出≫
41億1,006万円

≪収入≫ 
19億8,997万円

≪支出≫
35億7,812万円

受益者負担金・
分担金等
8,342万円

取手市・つくばみらい市
からの繰入金
3億8,546万円

国・県からの
補助金
5億6,389万円

借入金
9億5,720万円

借入金の返済
18億2,138万円

下水道施設の
建設費等
17億5,674万円

長期前受金戻入
（減価償却に対応して
　　　発生する収益）
　13億3,345万円

取手市・つくばみらい市
からの繰入金等
18億6,893万円

下水道使用料
11億2,654万円

下水道施設の
維持管理費等
10億8,608万円

減価償却費
（下水道施設の使用による価値の
減少分を費用化したもの）
25億5,454万円

借入金の利息
4億6,944万円

水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
の
ご
案
内

令和2年2月発行 （3）

　
下
水
道
は
生
活
環
境
の
改
善
や
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
将
来
に
わ
た
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
安
定

的
に
継
続
す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
組
合
で
は
、
処
理
場
施
設
１
箇
所
、
中
継
ポ
ン
プ
場
施
設
10
箇
所
の
ほ

か
、
約
５
０
０
ｋ
ｍ
の
下
水
道
管
を
管
理
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
設
を

持
続
的
に
稼
動
さ
せ
る
た
め
、
日
々
の
管
理
か
ら
中
長
期
的
な
管
理
計
画
を

策
定
し
、
効
率
的
に
安
定
し
た
汚
水
処
理
の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
健

全
で
継
続
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
ご
利
用
さ
れ
る

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、
９
月
14
日
に
開
催
し
た
下
水
道
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア
’19
で
は
、
多
く

の
方
に
県
南
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
、
下
水
道
に
触
れ

る
こ
と
で
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
の
健
全
な
維
持
管
理
は
未
来
へ
の
大
き
な
財
産
と
な
り
ま
す
。
今
後

は
安
定
し
た
維
持
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
に
、
よ
り
一
層
下
水
道
事

業
へ
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令和2年2月発行（2）

下
水
道
の
サ
ポ
ー
タ
ー

　
本
組
合
で
は
、
管
内
の
建
設
業
者
の
施
工
意
欲
の
向
上
、
技
術

者
の
技
術
力
の
育
成
を
図
り
、
公
共
工
事
の
品
質
確
保
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
優
秀
な
建
設
業
者
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
７
月
24
日
（
水
）
に
表
彰
式
を
行
い
、
５
社
を
表
彰

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　（
敬
称
略
）

優
れ
た
建
設
業
者
を
表
彰
し
ま
し
た

　
令
和
元
年
11
月
10
日
（
日
）、
本
組
合
が
主
催
す
る
下
水
道
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
下
水
道
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
下
水
道
の
未
来
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
る
小
中

学
生
に
下
水
道
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
募
集
す
る
も

の
で
、
今
年
度
は
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
、
書
道
、
作
文
な
ど
１
４
３
７
点
の
応
募

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
い
ず
れ
の
作
品
も
創
意
工

夫
を
凝
ら
し
た
も
の
で
、
下
水
道
に
対
す
る
理
解
や
関
心
の
高
さ
を
う
か
が
え

る
も
の
で
あ
り
、
今
年
度
は
22
名
の
方
の
作
品
を
優
秀
作
品
と
し
て
管
理
者
賞

並
び
に
議
会
議
長
賞
に
選
定
し
、
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

下
水
道
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
！

平
成
30
年
度
決
算
を
公
表
し
ま
す

詳
細
に
つ
い
て
は
、

本
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

議
決
結
果
を
報
告
し
ま
す

　
排
水
設
備
工
事
費
用
の
融
資
を
希
望
す
る
方
に
融
資
あ
っ
せ
ん
を
し
、
融

資
に
係
る
利
子
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

※

融
資
額
は
、
一
世
帯
当
た
り
30
万
円
が
限
度
額
と
な
り
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
本
組
合
ま
た
は
指
定
工
事
店
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

下
水
道
普
及
率
が
71.3
％
に
な
り
ま
し
た

　
本
組
合
の
平
成
30
年
度
末
の
下
水
道
普
及
率
が
71.3
％
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
多
く
の
方
に
下
水
道
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
整
備
促
進
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

下水道普及率・・・行政人口※のうち下水道を利用できる人口の割合

汚水処理人口普及率・・・行政人口※のうち、下水道、農業集落排水施
設、合併処理浄化槽及びコミュニティプラントを利用できる人口の割合

※取手市、つくばみらい市旧伊奈町人口から小絹処理区の人口を除
　いたもの

0%

50%

100%

下水道組合

■ 下水道普及率
■ 汚水処理人口普及率

茨城県 全　国

91.4％

79.3％
84.8％

62.4％

86.7％

71.3％

下
水
道
組
合（返済利子の助成）

お
客
さ
ま

金
融
機
関

（返済）

（融資）

融資を受けることができる方
•下水道を供用開始した日から３年以内に公共

下水道への切り換え工事を行う方
•金融機関の審査が決定された方
•連帯保証人（１名）を有する方
•市税及び下水道事業受益者負担金（分担金）

に滞納がない方

副
管
理
者
（
つ
く
ば
み
ら
い
市
長
）

たくさんのご応募ありがとうございました！

応募いただいた作品は、下水道ふれあいフェアにおいて展示させていただきました。

議
員
提
出

議
案
第
１
号

報　
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第
４
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第
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号
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第
１
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号
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第
10
号
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第
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号

議　

案 

第
８
号

議　

案 

第
７
号

議　

案 

第
６
号

議
案
番
号

第
２
回
定
例
会
（
10
月
11
日
招
集
）

取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合
議
会
特
別
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合
下
水
道
事
業
会
計
継
続
費
精
算
報
告
書
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合
下
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合
下
水
道
事
業
会
計
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て

令
和
元
年
度
取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合
終
末
処
理
場
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合
行
政
不
服
審
査
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

提
出
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可
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可
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可
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議
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結
果

議　

案 

第
12
号

議
案
番
号

第
２
回
臨
時
会
（
12
月
19
日
招
集
）

令
和
元
年
度
取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

提
出
議
案

可
決

議
決
結
果



資本的収支（税込）
～下水道施設を造るために入ったお金と出たお金～

※収入合計（翌年度へ繰り越す財源3,437万円を除く）が支出合計に対して
　不足する額16億2,252万円は、内部留保資金などで補てんしています。

※当期純利益（収入合計－支出合計）は2億1,886万円となります。
　この利益は借入金を返済するために積み立てています。

収益的収支（税抜）
～使った水をきれいにするために入ったお金と出たお金～

≪収入≫ 
43億2,892万円

≪支出≫
41億1,006万円

≪収入≫ 
19億8,997万円

≪支出≫
35億7,812万円

受益者負担金・
分担金等
8,342万円

取手市・つくばみらい市
からの繰入金
3億8,546万円

国・県からの
補助金
5億6,389万円

借入金
9億5,720万円

借入金の返済
18億2,138万円

下水道施設の
建設費等
17億5,674万円

長期前受金戻入
（減価償却に対応して
　　　発生する収益）
　13億3,345万円

取手市・つくばみらい市
からの繰入金等
18億6,893万円

下水道使用料
11億2,654万円

下水道施設の
維持管理費等
10億8,608万円

減価償却費
（下水道施設の使用による価値の
減少分を費用化したもの）
25億5,454万円

借入金の利息
4億6,944万円

水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
の
ご
案
内

令和2年2月発行 （3）

　
下
水
道
は
生
活
環
境
の
改
善
や
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
将
来
に
わ
た
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
安
定

的
に
継
続
す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
組
合
で
は
、
処
理
場
施
設
１
箇
所
、
中
継
ポ
ン
プ
場
施
設
10
箇
所
の
ほ

か
、
約
５
０
０
ｋ
ｍ
の
下
水
道
管
を
管
理
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
設
を

持
続
的
に
稼
動
さ
せ
る
た
め
、
日
々
の
管
理
か
ら
中
長
期
的
な
管
理
計
画
を

策
定
し
、
効
率
的
に
安
定
し
た
汚
水
処
理
の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
健

全
で
継
続
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
ご
利
用
さ
れ
る

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、
９
月
14
日
に
開
催
し
た
下
水
道
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア
’19
で
は
、
多
く

の
方
に
県
南
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
、
下
水
道
に
触
れ

る
こ
と
で
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
の
健
全
な
維
持
管
理
は
未
来
へ
の
大
き
な
財
産
と
な
り
ま
す
。
今
後

は
安
定
し
た
維
持
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
に
、
よ
り
一
層
下
水
道
事

業
へ
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令和2年2月発行（2）

下
水
道
の
サ
ポ
ー
タ
ー

　
本
組
合
で
は
、
管
内
の
建
設
業
者
の
施
工
意
欲
の
向
上
、
技
術

者
の
技
術
力
の
育
成
を
図
り
、
公
共
工
事
の
品
質
確
保
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
優
秀
な
建
設
業
者
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
７
月
24
日
（
水
）
に
表
彰
式
を
行
い
、
５
社
を
表
彰

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　（
敬
称
略
）

優
れ
た
建
設
業
者
を
表
彰
し
ま
し
た

　
令
和
元
年
11
月
10
日
（
日
）、
本
組
合
が
主
催
す
る
下
水
道
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
下
水
道
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
下
水
道
の
未
来
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
る
小
中

学
生
に
下
水
道
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
募
集
す
る
も

の
で
、
今
年
度
は
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
、
書
道
、
作
文
な
ど
１
４
３
７
点
の
応
募

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
い
ず
れ
の
作
品
も
創
意
工

夫
を
凝
ら
し
た
も
の
で
、
下
水
道
に
対
す
る
理
解
や
関
心
の
高
さ
を
う
か
が
え

る
も
の
で
あ
り
、
今
年
度
は
22
名
の
方
の
作
品
を
優
秀
作
品
と
し
て
管
理
者
賞

並
び
に
議
会
議
長
賞
に
選
定
し
、
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

下
水
道
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
！

平
成
30
年
度
決
算
を
公
表
し
ま
す

詳
細
に
つ
い
て
は
、

本
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

議
決
結
果
を
報
告
し
ま
す

　
排
水
設
備
工
事
費
用
の
融
資
を
希
望
す
る
方
に
融
資
あ
っ
せ
ん
を
し
、
融

資
に
係
る
利
子
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

※

融
資
額
は
、
一
世
帯
当
た
り
30
万
円
が
限
度
額
と
な
り
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
本
組
合
ま
た
は
指
定
工
事
店
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

下
水
道
普
及
率
が
71.3
％
に
な
り
ま
し
た

　
本
組
合
の
平
成
30
年
度
末
の
下
水
道
普
及
率
が
71.3
％
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
多
く
の
方
に
下
水
道
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
整
備
促
進
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

下水道普及率・・・行政人口※のうち下水道を利用できる人口の割合

汚水処理人口普及率・・・行政人口※のうち、下水道、農業集落排水施
設、合併処理浄化槽及びコミュニティプラントを利用できる人口の割合

※取手市、つくばみらい市旧伊奈町人口から小絹処理区の人口を除
　いたもの

0%

50%

100%

下水道組合

■ 下水道普及率
■ 汚水処理人口普及率

茨城県 全　国

91.4％

79.3％
84.8％

62.4％

86.7％

71.3％

下
水
道
組
合（返済利子の助成）

お
客
さ
ま

金
融
機
関

（返済）

（融資）

融資を受けることができる方
•下水道を供用開始した日から３年以内に公共

下水道への切り換え工事を行う方
•金融機関の審査が決定された方
•連帯保証人（１名）を有する方
•市税及び下水道事業受益者負担金（分担金）

に滞納がない方

副
管
理
者
（
つ
く
ば
み
ら
い
市
長
）

たくさんのご応募ありがとうございました！

応募いただいた作品は、下水道ふれあいフェアにおいて展示させていただきました。

管
理
者
賞部

門

学
年

学
校
名

氏
名

絵
画
・
ポ
ス
タ
ー

低
学
年

3

六
郷
小
学
校

三
脇　

遙
斗

高
学
年

5

永
山
小
学
校

松
田　

一
汰

中
学
生

3

取
手
第
二
中
学
校

井
上　

遥
歌

書

道

低
学
年

2

白
山
小
学
校

菅
野　

結
菜

高
学
年

4

寺
原
小
学
校

飯
泉　

皓
斗

中
学
生

3

藤
代
中
学
校

荻
野　

真
由
香

標

語

低
学
年

3

寺
原
小
学
校

松
岡　

咲
幸

高
学
年

4

取
手
東
小
学
校

長
谷
川　

夏
穂

中
学
生

2

取
手
第
一
中
学
校

髙
橋　

冴
輔

作

文

低
学
年

3

白
山
小
学
校

岩
舘　

慎
士
朗

高
学
年

6

桜
が
丘
小
学
校

西
山　

心
陽

中
学
生

3

取
手
第
一
中
学
校

渡
辺　

芽
来

新

聞

高
学
年

4

取
手
東
小
学
校

長
谷
川　

夏
穂

議
会
議
長
賞

部
門

学
年

学
校
名

氏
名

絵
画
・
ポ
ス
タ
ー

低
学
年

3

戸
頭
小
学
校

高
梨　

七
海

高
学
年

6

桜
が
丘
小
学
校

西
山　

心
陽

中
学
生

2

永
山
中
学
校

近
藤　

里
菜

書

道

低
学
年

3

寺
原
小
学
校

越
川　

耀
太

高
学
年

6

久
賀
小
学
校

幸
田　

真
依

中
学
生

3

取
手
第
二
中
学
校

上
山　

暖
加

標

語

低
学
年

1

桜
が
丘
小
学
校

西
山　

葵

高
学
年

4

戸
頭
小
学
校

浦
邉　

寛
之

中
学
生

2

取
手
第
一
中
学
校

松
下　

ひ
か
り

作

文

低
学
年

3

戸
頭
小
学
校

長
塚　

歩

高
学
年

4

取
手
東
小
学
校

長
谷
川　

夏
穂

中
学
生

3

取
手
第
一
中
学
校

星
野　

万
葉

新

聞

低
学
年

3

白
山
小
学
校

岩
舘　

慎
士
朗

請
負
業
者

現
場
代
理
人

工
事
件
名

取
手
市
小
文
間
５
５
８
４
番
地

大
竹
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

大
竹　

光

香
取　

隆

29
国
補
第
66-

１
０
５
号

枝
線
工
事

取
手
市
小
文
間
３
８
５
７
番
地

石
塚
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

石
塚　

幸
貞

石
塚　

幸
貞

29
国
補
第
66-

１
０
７
号

枝
線
工
事

取
手
市
青
柳
１
２
３
番
地
の
３

東
信
設
備
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

工
藤　

行
穂

工
藤　

行
穂

30
国
補
第
66-

１
０
４
号

南
部
２
号
幹
線
工
事

取
手
市
駒
場
四
丁
目
６
番
５
号

常
盤
造
園
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

飯
田　

俊
美

中
山　

敬
一

30
国
補
第
66-

１
０
６
号

枝
線
工
事

取
手
市
上
高
井
３
９
５
番
地

昭
和
瀝
青
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

川
井　

雅
明

関
谷　

丈
史

30
国
補
第
66-

１
０
３
号

枝
線
工
事

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

（令和元年７月 24 日現在）



下
水
道
を
感
じ
て
み
よ
う

「
皆
さ
ま
が
ペ
イ
ン
ト
し
た
下
水
道
管
を
設
置
し
ま
し
た
！
」

下
水
道
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア
’19
へ
の

ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　下
水
道
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア
’19
で
は
多
く

の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
盛
況
で
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
こ
れ
ま
で
広
報
活
動
の
一
環
と
し

て
開
催
し
て
お
り
、
今
回
で
15
回
目
を
迎

え
る
に
あ
た
り
「
育
て
よ
う
下
水
道
の
サ

ポ
ー
タ
ー
」
と
開
催
コ
ン
セ
プ
ト
を
あ
ら

た
め
、
下
水
道
の
仕
組
み
や
魅
力
を
感
じ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。

下
水
道
管
に
触
れ
て
み
よ
う
！

　下
水
道
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア
’19
で
は
、
下

水
道
管
に
イ
ラ
ス
ト
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
描

く
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
筒
状
の

下
水
道
管
へ
の
ペ
イ
ン
ト
は
難
し
か
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
た
く
さ
ん
の
方
に
上
手

に
絵
を
描
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ペ
イ
ン
ト
し
た
下
水
道
管
を
設
置

し
ま
し
た

　皆
さ
ま
が
ペ
イ
ン
ト
し
た
下
水
道
管

は
、
本
組
合
の
発
注
す
る
工
事
に
て
、
取

手
市
戸
頭
地
区
・
新
取
手
地
区
に
設
置
し
、

今
年
中
に
稼
働
す
る
予
定
で
す
。
地
下
に

埋
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
実
際
に
見
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
近
く
を
通
っ
た
際

に
思
い
出
し
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で

す
。下

水
道
の
発
展
の
た
め
に

　下
水
道
は
24
時
間
働
き
続
け
、
豊
か
な

暮
ら
し
を
支
え
る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
設
備

で
す
。
下
水
道
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
維

持
・
管
理
を
し
て
い
く
た
め
に
は
、
実
際

に
使
用
す
る
皆
さ
ま
と
の
協
力
・
連
携
が

必
要
不
可
欠
で
す
。
し
か
し
、
日
常
生
活

で
目
に
す
る
こ
と
が
少
な
い
た
め
、
そ
の

役
割
を
感
じ
る
こ
と
は
少
な
い
と
思
い
ま

す
。
今
日
で
は
、
下
水
道
は
、
あ
っ
て
当

た
り
前
の
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
を
担
う
世
代
の
方
に
下
水
道
の

仕
組
み
や
魅
力
を
発
信
し
、
下
水
道
を
感

じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
下
水
道
の
発
展

へ
と
繋
が
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

特集

❶ ❷

❹ ❺

❸

❻

下
水
道
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア
’19
に
て
展
示
さ
れ
た
下
水
道

作
品
コ
ン
ク
ー
ル（
絵
画
・ポ
ス
タ
ー
部
門
）の
中
か
ら
入
選
さ
れ

た
６
作
品
を
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
デ
ザ
イ
ン
に
採
用
し
ま
し
た
。

　取
手
駅
東
口
、
西
口
周
辺
の

歩
道
に
計
38
箇
所
「
デ
ザ
イ
ン

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
」
が
設
置
さ
れ

て
い
る
の
で
、
探
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

国
道
６
号 リボンとりで

N

❶

❺
❻

取
手
駅

西
口❷

至 柏

ロ
ー
タ
リ
ー

至 土浦

❹❸

寄
せ
ら
れ
た
感
想
を
一
部

ご
紹
介
し
ま
す
。

　下
水
道
は
ど
う
し
て
も
良

い
イ
メ
ー
ジ
よ
り
悪
い
イ
メ
ー

ジ
で
し
た
。

　汚
い
水
と
い
う
と
な
ん
と

な
く
さ
け
て
し
ま
い
が
ち
で

す
が
、
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が

で
き
、
自
分
た
ち
の
生
活
で

改
善
で
き
る
こ
と
は
し
た
い

と
親
子
で
思
え
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Water-YOU

取手地方広域下水道組合
〒302-8558  茨城県取手市小文間１７３番地
TEL 0297-74-4125（代表）  http://www.ｔ-gesui.hs.plala.or.jp
管理者（取手市長）：藤井 信吾　　副管理者（つくばみらい市長）：小田川 浩

下
水
道
を
感
じ
て
み
よ
う

（4） 令和2年2月発行

特
集

P2 下水道のサポーター
 下水道普及率が71.3％になりました
 平成30年度決算を公表します
 議決結果を報告します
 水洗便所改造資金融資あっせん制度のご案内
P3 下水道作品コンクール表彰式が行われました！
 優れた建設業者を表彰しました
P4 皆さまの作品がデザインマンホール蓋に！
 特集　下水道を感じてみよう
 「皆さまがペイントした下水道管を設置しました！」

皆
さ
ま
の
作
品
が
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
に
！
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